
(別紙様式)

平成３０年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名：和歌山工業高等学校(定時制) 学校長名： 田 村 光 穂 印

めざす学校像 生徒が輝く学校、地域とともにある学校、教師が夢を語れる学校の３つの基本姿勢の ○コミュニティスクールとして、地域連携や地域貢献を軸に、地域ととも 十分に達成した。
育てたい生徒像 もと、生徒・保護者・地域・教職員にとって魅力ある工業高校を目指す。 中期的な にある学校づくりの具体化に取り組む。 Ａ （８０％以上）

目標 ○規律の中から生まれる自立心を基盤として、確かな学力の定着を図るととも 達
に、ものづくりに関する創造性を伸ばし、自ら学び続ける力を育成する。
○キャリア教育の充実に取り組み、希望進路実現のため、生徒に主体的に進 Ｂ 概ね達成した。

本年度の重点目標 １ 生徒の努力や教育活動を積極的に情報発信し、信頼される学校づくりに取り組む。 路選択できる能力を育てる。 成 （６０％以上）

(学校の課題に即 ２ ICT活用など、個に応じた指導方法の工夫・改善による、わかる授業づくりに努める。 Ｃ あまり十分でな
し、精選した上 学校評価の 自己評価及び学校関係者評価の結果を、インターネットのホームページ 度 い。（４０％以上）
で、具体的かつ ３ 規則正しい生活と礼儀正しい行動ができ、落ち着いて学習に向かう態度を育成する。 結果と改善 を利用することで、保護者をはじめ広く公表していく。
明確に記入する） 方策の公表 Ｄ 不十分である。

４ 勤労と学業の両立を奨励し、主体的な進路選択を実現できる進路指導に努力する。 の方法 （４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （２月１５日 現在 ） 平成３１年２月２６日～３月８日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

・ホームページの構成法 ・ホームページの ・ホームページビルダーなど ・８月末までのホームペー ・ホームページのリニューア ・生徒の利用が少ないことか 校長を除く、本校の学校運営協議会委員
が古く、業務の引継ぎ リニューアル の市販ソフトの導入により、 ジのリニューアルをめざ ルは１１月中旬になってし ら、生徒・保護者への周知 ９名に学校評価アンケートを依頼し、５名
が難しい。更新にも条 ホームページを刷新すると す。 まったが、見た目や機能を や利用しやすい内容・機能 の方から回答を得た。
件があり遅い。 ともに、誰もが更新作業等 一新し、スマートフォンで となるよう、さらに工夫を アンケートの依頼は２月２６日（第４回

１ に関われるような環境を構 も見やすい仕様で作成でき Ａ 加える。 学校運営協議会の場）で、回答締切は３月
・最新情報の発信が、転 築する。 た。 ６日。事前に遅れる旨の連絡をいただいた
編入試験以外は、ほぼ ・在校生向けの情報発信や行 ・外部の方に対する効果的な 方の回答着を待ち、３月８日に集計した。
マンスリータイムズの ・マンスリータイ ・ホームページのリニューア ・２学期以降の情報発信の 事報告などマンスリータイ 情報発信となるよう、研究、
みになってしまってい ムズ以外の情報 ルに伴い、様々な形での情 方法、形式を増加させる。 ムズ以外の情報発信を充実 工夫を重ねる。 その結果、学校運営、教育活動について
る。 発信 報発信を行う。 させることができた。 は、概ね良好な評価をいただいた。

・基礎学力が不十分な生 ・基礎学力の充実 ・スマートルームの活用によ ・基礎学力の向上がみられ ・ＦＬＴや理科の授業で、積 ・次年度も、スマートルーム また、下記のご意見やご提言もいただい
徒や、学習意欲が低い り、興味のわく授業展開、 るか。 極的にスマートルームを活 の活用による授業を通して た。
生徒が多い。 ・ICTの活用 わかりやすい授業づくりに ・生徒の学校評価における 用した。 興味のわく授業、わかりや ・今後とも引き続き、一人一人にあった支

努める。 達成度 75%以上の維持。 ・生徒からの評価は。わかり すい授業づくりに努める。 援をお願いします。
２ ・教材の工夫、学習への やすさでは 77%、授業の工 Ｂ ・一生懸命授業を聞いている生徒も居れば、

動機付け等、生徒の実 ・授業研究の実施 ・スマートルーム、通常教室 ・教養科１名、専門各科 夫では 79%であった。 ・学習習慣が身に付いていな 昼間の仕事の疲れから居眠りする生徒、
態に応じた授業改善の の別なく、授業研究を通じ １名以上の授業研究を、 ・各科目それぞれで動機付け い生徒が多いため、学び直 ゲームをする生徒。もう少し生徒をかた
取組が必要である。 て、教員の授業改善の意識 年１回以上実施する。 など授業に工夫を加える取 しも視野に入れたシラバス めて（バラバラに座らないように）して

向上を図り、教員の成長を 組を行ったが、授業研究を や教育課程を検討する。 はどうでしょうか？
促す。 行うまでには至らなかった。 ・生徒の立場で授業を直接受けてみたい！

この様な機会があればと思います。
・様々な課題、困難を抱 ・生徒指導の取組 ・生徒との信頼関係の構築 ・いじめ問題など問題行動 ・毎日校内外の巡回指導を行 ・組織的な生徒指導のため、
えた生徒が多く、基本 ・校内外の巡回指導の実施 の予防的指導が行われて い、生徒の実態把握や些細 教員間の連携強化と個々の
的生活習慣が身につい ・非行防止や薬物、交通に関 いるか。 な変化に気付き即座に対応 指導力向上が重要である。
ていない。 する講話の実施 ・年１回以上の講話の実施 できるように努めた。 ・生徒の人格形成のため人権

３ ・必要に応じた全体、学年ア ・関係機関と連携し生徒指導 Ｂ 教育を充実させ、予防的指
・特に１学年において、 センブリの実施 関連講話を３回実施した 導を目指す。
授業への取組姿勢に課 ・特別活動の取組 ・生徒会行事の充実 ・役員会の定期的開催。 ・生徒会活動への生徒参加率
題がある生徒が多い。 ・生徒の主体的な企画運営 ・生徒会行事への生徒参加 ・生徒の行事参加率は 53%で をさらに向上させるため、

率の向上。 前年度比+4%であった。 行事内容を検討する。

・就業環境、年齢の問題、 ・進路指導の取組 ・生徒一人ひとりの就業状況 ・生徒の就業状況の教員共 ・教職員の評価では、共有率 ・100% 達成のために何が必
社会への適応力、発達 の把握と必要に応じた職場 有率 100%をめざす。 は 69%であった。 要なのかを検討し、改善で
上の課題等を内包して 訪問の実施 きるところから積極的に改
いる生徒も多く、進路 ・生徒の意識向上に向けた進 ・進路行事は適切に行えてい 善していく。

４ 指導上の状況改善が必要 路関係行事（キャリア学習 ・適切な時期に計画的に行 ると考えるが、生徒の参加 Ｂ ・参加率向上や認識の差を埋
である。 やインターンシップ）の実 えているか。 率が課題として残った。 めるために、低学年からの

施 ・情報提供に関しては、生徒 進路指導や単位修得指導を
・進路や就業のための情報提 ・定期的、計画的な情報提 評価は 71%、教職員評価で 充実させることが重要であ
供 供が行えているか。 は 100% と認識に差がある。 る。


